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コロナ禍にあってキリスト教会が直面している困難に、声を出して賛美ができ

ない、ということがあります。当教会では、会衆賛美は心の中で歌いましょう、と

いうことになっています。礼拝における賛美の大切さは、ここに書くまでもありま

せん。しかしそれがこれまでのようにできない、賛美を奪われてしまったと言って

もいい状況です。こんなことでいいのでしょうか？ 

本日の聖書である詩篇 96 篇は、「新しい歌を主に歌え、全地よ主に歌え。」

とあります。本篇が作られた年代にはいくつかの説があるようですが、捕囚からの

帰還後、第 2 神殿が造られたころと言われています。バビロンに引かれていった

ユダヤ人たちは、かつての都を思い起こし、神を共に礼拝できないことを悲しんで

いたことでしょう。しかし、ようやく自分たちの先祖の地に戻ることができ、ネヘ

ミヤやゼルバベル(エズラ)の指導によって城壁が修理され、神殿が再建されたので

した。かつてソロモンが建てた神殿を知っていた人たちから見れば、小さなものだ

ったでしょう。しかし神の宮である神殿に集い、神を高らかに賛美する喜びがこの

1 節から感じられます。時間の流れから言って「新しい歌」でした。 

神による救いの歴史の観点から見ると、救いの御業はイエスキリストの生涯に

よって、特に十字架の死と復活によって実現しました。イエスを信じて救われた者

は神によって新しく造られた者ですから、霊的な意味で「新しい歌」を歌うことが

できます。それが賛美歌でありゴスペルソングです。必ずしも声や楽器を使ったも

のだけではなく、踊りや演劇、詩、美術などもまた神に献げる「新しい歌」と言え

るでしょう。今そのような新しい歌が、見える形で共に集まる礼拝の中で制限され

ていることは、なんとつらいことでしょうか。しかし神さまによって新しく造られ

た者は、神の宮とされている(1 コリント 6:19)ことを覚え、賛美の心は失いたくは

ないですね。 

最後の 13 節には、「主は必ず来られる。」とあります。この詩篇は、メシヤ

的預言を含んでいると言えるでしょう。そして、聖書はイエスキリストが再びおい

でになること、再臨の約束を語っています。そのとき、天と地は全く新しくされ、

新しい都エルサレムが天から降ってくるのです。黙示録 5:9、14:3 には、そこで新

しい歌が歌われていることが書かれています。そうです。この地上で歌うことが制

限されていても、新しい天と地においては誰からも制限されることのない「新しい

歌」を歌うことができるのです。礼拝の完成です。 

地上の政治体制や、私たちを治める人が変ったとしても、真の主である神は、

全地の王です。その方をたたえる新しい歌を、やがて心から歌える日が来ることを

待ち望んで、今日という日を生きていきたいのです。 

2021.9.5(長月)丘の上 NO.664  

春日部福音自由教会 山田豊 
新しい歌を歌えるか 詩篇 96:1-12 
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引用聖句 

詩篇 137:1-4  バビロンの川のほとりそこに私たちは座りシオンを思い出して泣いた。街

中の柳の木々に私たちは竪琴を掛けた。それは私たちを捕らえて来た者たちがそこで

私たちに歌を求め私たちを苦しめる者たちが余興に「シオンの歌を一つ歌え」と言った

からだ。どうして私たちが異国の地で【主】の歌を歌えるだろうか。 

ネヘミヤ 12:43 彼らはその日、数多くのいけにえを献げて喜んだ。神が彼らを大いに喜

ばせてくださったからである。女も子どもも喜んだので、エルサレムの喜びの声ははる

か遠くまで聞こえた。 

1 コリント 6:19 あなたがたは知らないのですか。あなたがたのからだは、あなたがたのう

ちにおられる、神から受けた聖霊の宮であり、あなたがたはもはや自分自身のもので

はありません。 

黙示 5:9 彼らは新しい歌を歌った。「あなたは、巻物を受け取り、封印を解くのにふさわし

い方です。あなたは屠られて、すべての部族、言語、民族、国民の中から、あなたの血

によって人々を神のために贖い、 

黙示 14:3 彼らは御座の前と、四つの生き物および長老たちの前で、新しい歌を歌った。

しかし、地上から贖われた十四万四千人のほかは、この歌を学ぶことができなかった。 

 

二つの神殿  

 ・ソロモンによる神殿 BC968～961 頃、長さ 60 キュビト(27 メートル)、幅 20 キュビト(9

メートル)、高さ 30 キュビト(14 メートル)。テニスコード程度の大きさしかなく、現代の感

覚からすれば、巨大な建造物ではない。しかし、内側には壮麗な装飾が施されていた。 

・ゼルバベルによる神殿 BC536～516 頃、神殿の寸法については記されていない。「宮

の高さは 60 キュビト、その幅も 60 キュビト。大きな石の層は 3 段。木材の層は 1 段と

する」(エズラ 6:3-4)。ソロモンの神殿よりも小さかった 

(バイブルワールド、いのちのことば社) 
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